
● 対象公共建築物の耐震性能について（平成20年2月～）

● 平成20年2月 対象公共建築物の耐震化の現況（内訳）

単位：棟

対象

新耐震 旧耐震 未診断

耐震性 耐震性不足

あり

耐震化 未補強

済

庁舎・消防署等 55 29 16 3 7 0 1 2 4

病院 4 4 0 0 0 0 0 0 0

学校園 914 386 167 84 277 0 7 67 203

その他 206 83 30 12 50 31 17 16 48

合計 1,179 502 213 99 334 31 25 85 255

● 令和2年4月 対象公共建築物の耐震化の現況（内訳）

単位：棟

対象

新耐震 旧耐震

耐震性 耐震化

あり 済（※）

庁舎・消防署等 55 29 17 9

病院 4 4 0 0

学校園 914 386 174 354

その他 206 83 47 76

合計 1,179 502 238 439

（※）耐震化済には、耐震改修・改築・移転・解体・民間移管などを含む。

対象公共建築物の耐震性能について

令和3年9月時点

神　戸　市

耐震
改修

改築等

365

耐震性
あり

365

・平成20年2月に策定した「神戸市耐震改修促進計画」において，対象となる公共建築物1,179棟の平成20年時
点の耐震化率68％を平成27年度末には100％とする目標を掲げました。
・この計画の最終年度である平成27年度末の耐震化率は98％となり，概ね目標を達成するとともに，耐震化が完
了していない残る2％（14施設22棟）については，平成28年3月に策定した「神戸市耐震改修促進計画［2016-
2020］」に事業継続し、令和2年4月末で耐震化率は100％となりました。
・神戸市耐震改修促進計画[2016-2020]では，対象外となっていた小規模な建築物（2階以上または延べ面積200
㎡超）のうち，市民利用の居室や災害時利用がある建築物についても耐震化を図るように努めるとともに，脱落
によって重大な危害を生じる恐れがある天井の耐震化にも取り組みを進めています。

・「神戸市耐震改修促進計画」
https://www.city.kobe.lg.jp/a31423/shise/kekaku/kenchikujutakukyoku/taishinkaishu.html

・・・耐震化の取組を行った建築物 （※） 改築等には，移転・解体・

民間移管などを含む。

（参考）
365棟の
耐震化の取組状況（R2.4）

（※）


